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天
保
の
改
革
を
語
る
際
に
必
ず
引
用
さ
れ
る
錦
絵
（
浮
世
絵
）
が
あ
る
。

歌
川
国
芳
画
「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
Ｉ
病
の
床
に
い
る
頼
光
、

宿
直
を
す
る
頼
光
の
家
臣
で
あ
る
四
天
王
、
そ
し
て
土
蜘
蛛
の
妖
怪
を
描

い
た
三
枚
続
き
の
錦
絵
で
あ
る
。
構
図
は
右
図
上
方
（
後
方
）
、
頼
光
の

背
後
か
ら
土
蜘
蛛
の
妖
怪
が
巣
網
を
打
ち
か
け
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の

手
前
に
頼
光
四
天
王
の
一
人
、
卜
部
季
武
が
い
る
。
中
図
下
方
（
前
方
）

に
碁
を
打
つ
頼
光
四
天
王
の
渡
邊
綱
と
坂
田
金
時
、
左
図
下
方
（
前
方
）

に
同
じ
く
頼
光
四
天
王
の
碓
井
貞
光
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、

画
中
見
る
者
の
目
を
惹
き
つ
け
る
の
は
右
図
か
ら
中
図
・
左
図
上
方
（
後

方
）
に
か
け
て
次
第
次
第
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
、
土
蜘
蛛
が
出
現
さ

せ
た
と
思
し
き
鯵
し
い
数
の
妖
怪
た
ち
で
あ
る
。
百
鬼
夜
行
と
は
ま
さ
に

こ
の
こ
と
か
と
思
わ
せ
る
の
は
、
頼
光
と
四
天
王
が
人
物
も
居
場
所
も
彩

あ
ら
が
う
国
芳

調
刺
錦
絵
の
出
版

色
を
施
さ
れ
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
妖
怪
た
ち
は
一
部
に
朱
が
用
い

ら
れ
て
い
る
以
外
ほ
ぼ
白
黒
の
薄
墨
で
描
か
れ
て
い
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

闇
に
護
く
妖
怪
の
群
れ
は
、
一
体
一
体
が
小
さ
く
描
か
れ
な
が
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
に
何
か
を
激
し
く
訴
え
て
い
る
表
情
で
、
頼
光
と
四
天
王
を
呑
み
込

ま
ん
ば
か
り
の
勢
い
が
あ
る
。
こ
の
錦
絵
に
描
か
れ
た
源
頼
光
と
四
天
王

は
改
革
を
進
め
る
幕
府
側
の
調
愉
で
、
土
蜘
蛛
と
妖
怪
の
一
群
は
改
革
で

お
答
め
を
受
け
た
り
何
ら
か
の
損
失
を
被
っ
た
り
し
た
人
々
で
は
な
い
か
、

と
い
う
噂
に
よ
り
、
「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
は
江
戸
中
の
評
判

と
な
っ
た
。
改
革
を
風
刺
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
絵
に
つ
い
て
は
先
学
に
多

（
１
）

（
２
）

く
の
研
究
あ
り
、
特
に
南
和
男
「
幕
末
江
戸
の
文
化
浮
世
絵
と
風
刺
画
」

で
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
南
氏
が
同
書
に
お
い
て
触
れ
て
い

（
３
）

る
『
開
版
指
針
」
の
記
事
を
紹
介
し
た
い
。
（
以
下
『
開
版
指
針
』
翻
字

お
よ
び
傍
線
は
論
者
に
よ
る
。
ま
た
／
は
改
行
を
、
／
／
は
文
中
の
分
か

ち
書
き
を
示
す
。
）

○
流
行
錦
絵
之
聞
書

白
戸
満
喜
子
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あらがう国芳

一
天
保
十
二
丑
年
五
月
中
御
改
革
被
仰
出
諸
向
問
屋
仲
間
組
合
／

と
申
名
目
御
停
止
に
相
成
其
外
高
価
之
商
人
並
身
分
不
相
應
／

キ
ョ
ウ
シ
ヤ
・
ヲ
コ
リ

驍
箸
之
も
の
又
は
不
届
成
も
の
御
答
被
仰
付
或
は
市
中
端
々

ダ
、
イ

／
寶
女
之
類
女
医
師
之
堕
胎
／
／
俗
に
子
お
／
ろ
し
と
云
／
／
御
制

禁
に
相
成
都
而
風
俗
／
等
享
保
寛
政
度
之
古
風
に
立
戻
り
候
様
被
仰

渡
候
虞
其
後
同
／
十
四
卯
年
八
九
月
之
比
堀
江
町
壱
丁
目
絵
草
紙
屋

バ
ヨ
シ

伊
波
屋
専
次
／
郎
板
元
田
所
町
治
兵
衛
店
孫
三
郎
事
画
名
歌
川
国
芳

ヨ
リ
ミ
ツ
レ
イ

／
／
国
芳
は
歌
川
／
豊
国
之
弟
子
也
／
／
画
に
て
頼
光
公
御
不
例
四

ト
ノ
ヒ

ヨ
ウ
カ
イ

天
王
直
宿
種
々
成
不
所
取
留
／
異
形
之
妖
怪
出
居
候
図
出
板
い
た
し

候
然
ル
虚
右
繪
に
市
中
に
て
／
評
致
候
は
四
天
王
は
其
比
四
人
之
御

老
中
／
／
水
野
越
前
守
様
／
真
田
信
濃
守
様
／
堀
田
備
中
守
様
／
士

キ
ン
ト
キ

ゴ
バ
ン

井
大
炊
頭
様
／
／
に
て
公
時
渡
邊
両
人
打
居
候
碁
盤
は
横
に
成
居
盤

ヨ
コ
シ
マ

》
ツ
チ
ク
モ

面
之
目
嶋
／
な
れ
ば
此
両
人
心
邪
に
有
之
べ
く
狐
妖
怪
之
内
士
蜘

は
先
達
て
南
町
御
／
奉
行
御
役
御
免
に
相
成
候
矢
部
駿
河
守
様
の
／

‐
ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

／
但
定
紋
／
一
二
シ
巴
也
／
／
由
蜘
の
眼
巴
に
相
／
成
居
候
又
引
立
居

候
小
夜
着
は
富
士
の
形
チ
富
士
は
駿
河
之
名
山
な
れ
／
ば
駿
河
守
と

ハ
ン
ジ
ヒ
ト
ウ
バ
ン
・
ロ
ク
ロ
ク
ピ

セ
キ
ワ
ウ

云
判
事
物
之
由
飛
頭
蛮
は
御
暇
に
相
成
候
中
野
関
翁
／
／
播
磨

守
父
／
隠
居
ナ
リ
／
／
に
て
其
比
世
上
見
越
し
た
る
と
申
事
の
由
天

狗
は
市
中
／
住
居
不
相
成
賦
山
渋
谷
豊
沢
村
え
引
移
被
仰
付
候
修
験

鼻
之
黒
／
キ
は
夜
鷹
と
／
／
市
中
明
地
又
は
原
／
杯
え
出
候
売
女
也

シ
ヤ
ク
シ

／
／
申
売
女
也
長
ノ
字
之
付
候
杓
子
を
持
／
鱸
に
て
鉢
巻
い
た
し
候

坊
主
は
芝
邊
寺
号
失
念
日
蓮
宗
に
て
鰻
屋
の
娘
を
囲
妾
に
い
た
し
其

上
品
川
宿
に
て
お
長
と
申
飯
売
と
女
犯
一
／
件
に
て
遠
嶋
に
相
成
候

も
の
国
由
筆
を
持
居
候
は
御
役
御
免
に
相
成
候
／
奥
御
祐
筆
之
由
頭

ケ
ン

に
劔
の
有
る
は
先
達
て
江
戸
十
里
四
方
御
構
に
相
成
候
歌
舞
／
妓
役

同
／
画
に
て
出
板
い
た
し
候
得
共
蜘
之
眼
に
矢
張
三
シ
巴
を
画
候
な

ト
ノ
ヒ

リ
然
れ
共
／
四
天
王
直
宿
妖
怪
之
絵
は
人
々
望
候
得
共
士
蜘
退
治
は

売
レ
も
不
／
宜
候
由
右
に
付
存
付
候
哉

天
保
一
二
年
五
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
改
革
に
よ
り
、
江
一
戸
市
中
で
は
多
く

の
庶
民
が
答
め
を
受
け
た
。
「
開
版
指
針
』
に
も
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作

妖
怪
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
妖
怪
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
改
革
で
処
罰
さ

れ
た
何
を
寓
楡
し
て
い
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
。
妖
怪
の
判
読
に
つ
い
て

（
４
）

（
５
）

（
６
）

は
「
天
保
雑
記
』
「
天
保
改
革
鬼
證
』
「
浮
世
の
有
様
』
に
も
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
南
氏
前
掲
書
に
は

同
一
の
妖
怪
を
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
、
う
け
と
り
か
た
を
し
て

い
る
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
江
戸
や
大
坂
で

い
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
推
測
の
も
と
に
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
な
解

釈
を
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
国
芳
の
全
く
意

者
市
川
海
老
蔵
成
田
不
動
之
劔
よ
り
存
付
候
由
頭
に
赤
子
之
乗
居
候

．

／
は
子
お
ろ
し
常
之
字
付
候
挑
灯
は
当
百
銭
之
由
纏
に
相
成
候
蛸
は

ザ
ウ

足
／
之
先
キ
よ
り
存
付
高
利
貸
分
銅
は
両
替
屋
象
に
乗
候
達
磨
は
先

ト
ン
ヨ
ク

達
て
／
貧
欲
一
件
に
て
遠
嶋
に
相
成
候
牛
込
御
箪
笥
町
真
一
一
一
口
宗
に
て

カ
ン
キ
テ
ン

歓
喜
天
／
守
護
い
た
し
候
南
蔵
院
之
由
其
外
家
業
御
差
留
御
替
等
に

ウ
ラ

相
成
候
も
の
／
共
之
恨
ミ
に
有
之
由
専
ら
風
聞
強
く
候
故
内
密
御
調

コ
ウ
ヅ

エ
ソ
ウ
シ

に
相
成
候
右
に
付
市
／
中
好
事
之
者
調
度
絵
草
屋
江
日
々
弐
三
人
宛

尋
参
候
得
共
絵
草
紙
／
屋
に
て
も
最
早
売
々
不
仕
候
右
は
全
乍
説
に

コ
ジ
ッ
ケ

コ
ト
ワ
サ

程
能
附
く
玄
風
評
致
候
／
共
恐
入
る
事
に
有
之
候
乍
併
諺
に
い
ふ
天

に
口
な
し
人
を
も
っ
て
／
言
わ
し
む
る
と
申
事
あ
れ
（
若
自
然
右
を

案
し
又
乍
承
夫
を
紛
敷
／
画
候
は
不
と
ど
き
至
極
之
も
の
共
也

ホ
ウ
セ
ウ

｜
其
頃
風
評
を
消
ん
と
四
天
王
並
保
日
日
五
人
に
て
士
蜘
退
治
之
絵
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図
し
な
い
こ
と
が
、
国
芳
の
真
意
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
、
ま
こ
と
し

や
か
に
江
戸
市
中
や
大
坂
で
流
布
し
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ

（
７
）

る
。

と
、
描
い
た
国
芳
の
意
図
を
離
れ
「
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
な
解
釈
」
が
な
さ
れ

（
８
）

て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
天
保
十
五
甲
辰
年
正

月
十
日
の
項
に
は

源
頼
光
土
蜘
蛛
の
画
之
事

（
マ
マ
）

最
早
ハ
去
卯
ノ
八
月
、
堀
江
町
伊
場
屋
板
元
に
て
、
野
川
国
芳
の
画
、

蜘
蛛
の
巣
の
中
に
薄
墨
二
て
百
鬼
夜
行
を
書
た
り
、
是
ハ
は
ん
じ
物

に
て
、
其
節
御
仕
置
に
相
な
り
し
南
蔵
院
・
堂
前
の
店
頭
・
堺
町
名

主
・
中
山
知
泉
院
・
隠
売
女
・
女
浄
る
り
・
女
髪
ゆ
い
な
ぞ
の
化
も

の
な
り
、
そ
の
評
判
に
な
り
、
頼
光
ハ
親
玉
、
四
天
王
ハ
御
役
人
な

り
と
の
江
戸
中
大
評
判
故
二
、
板
元
よ
り
く
ば
り
絵
を
取
り
も
ど
し
、

板
木
も
け
ず
り
し
故
二
、
此
度
は
板
元
・
画
師
二
さ
わ
り
な
し
。

と
あ
り
、
江
戸
中
で
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」
を
見
た
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
で
描
か
れ
た
妖
怪
を
解
釈
し
評
判
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、

予
想
を
超
え
た
評
判
に
対
し
、
版
元
で
あ
る
伊
場
屋
仙
三
郎
が
早
急
に
絵

の
回
収
お
よ
び
版
木
の
処
分
と
い
う
対
処
を
講
じ
た
故
に
お
答
め
な
し
と

な
っ
た
と
し
て
い
る
。
人
々
の
興
味
が
異
常
な
ま
で
に
「
源
頼
光
公
館
土

蜘
作
妖
怪
図
」
へ
集
中
し
「
江
戸
中
大
評
判
」
と
な
っ
た
の
は
、
『
開
版

指
針
」
の
表
現
を
借
り
る
と
「
天
に
□
な
し
、
人
を
も
っ
て
言
わ
し
む
る
」

状
態
で
、
出
版
責
任
者
で
あ
る
版
元
に
も
絵
師
で
あ
る
国
芳
に
も
幕
府
を

批
判
す
る
つ
も
り
な
ど
毛
頭
な
か
っ
た
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
わ
け
で
、
そ
し

て
そ
れ
は
見
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
対
応
の
素
早
さ
と
手
際

の
良
さ
こ
そ
、
錦
絵
へ
の
反
応
を
予
測
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

（
９
）

こ
こ
で
「
滑
稽
絵
姿
〈
ロ
」
と
い
う
見
立
絵
本
と
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作

妖
怪
図
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
問
題
と
な
る
「
滑
稽
絵
姿
合
』
に
つ

い
て
こ
こ
で
詳
細
を
記
し
て
お
く
。
『
滑
稽
絵
姿
合
」
は
「
源
頼
光
公
館

土
蜘
作
妖
怪
図
」
が
発
行
さ
れ
た
翌
年
と
な
る
天
保
十
五
年
一
月
に
柳
下

亭
種
員
作
、
歌
川
国
芳
画
で
耕
書
堂
・
蔦
屋
重
三
郎
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

序
文
に
改
掛
名
主
で
あ
る
村
松
源
六
の
改
印
が
あ
る
。
「
滑
稽
絵
姿
合
」

は
外
観
が
似
て
い
な
が
ら
全
く
異
な
る
二
者
を
兄
と
弟
と
し
、
一
番
か
ら

十
番
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
組
の
見
開
き
と
文
章
の
見
開
き
と
い
う
二
丁
分

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
絵
組
に
は
和
歌
・
狂
歌
・
俳
句
・
雑
俳
な
ど
が
引

用
ざ
れ
台
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
柳
下
亭
種
員
に
よ
る
自
序
冒
頭
で
は
、

同
じ
書
蝉
（
「
耕
書
堂
」
）
か
ら
寛
政
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
山
東
京
伝
画
作

『
絵
兄
弟
』
に
触
れ
、
続
い
て
こ
の
作
品
が
「
絵
兄
弟
』
同
様
の
見
立
絵

本
と
い
う
趣
向
で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、
斧
九
太
夫
の
見
立
で
知
ら

れ
る
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
七
段
目
に
な
ぞ
ら
え
て
、
七
段
目
中
の
台
詞

を
随
所
に
用
い
つ
つ
本
文
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
滑
稽
絵
姿
合
」

が
趣
向
を
真
似
た
と
す
る
「
絵
兄
弟
』
に
つ
い
て
は
中
野
三
敏
氏
が
『
見

（
、
）

立
百
化
鳥
」
の
流
れ
で
あ
う
Ｃ
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
絵
兄
弟
」
は
「
滑
稽

絵
姿
合
』
が
倣
っ
て
い
る
よ
う
に
、
似
て
非
な
る
兄
と
弟
の
絵
組
と
文
章

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
絵
兄
弟
」
は
、
作
者
で
あ
る
山
東
京
伝
が
宝
井

、
其
角
編
「
句
兄
弟
』
か
ら
想
を
得
た
由
を
自
序
に
記
し
て
お
り
、
其
角
の

句
を
は
じ
め
と
し
和
歌
・
狂
歌
・
俳
句
・
雑
俳
を
絵
組
に
添
え
て
い
る
。

せ
る
の
だ
が
…
。

調
刺
錦
絵
と
見
立
絵
本
の
関
係
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あらがう国芳

「
滑
稽
絵
姿
合
」
が
十
番
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
『
絵
兄
弟
』

で
は
十
五
組
の
兄
弟
と
い
う
十
五
番
構
成
で
あ
る
の
が
両
書
に
お
い
て
大

き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

『
滑
稽
絵
姿
合
』
は
現
在
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、
国
会
本
）

以
外
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
の
嘉
永
四
年
序
「
絵

姿
合
』
（
『
国
書
総
目
録
」
の
統
一
書
名
で
は
『
絵
兄
弟
姿
合
』
以
下
、

都
立
本
）
が
後
刷
り
と
考
え
ら
れ
る
。
国
会
本
が
猫
と
ミ
ミ
ズ
ク
の
置
物

を
対
に
し
て
見
立
た
構
図
の
多
色
刷
り
絵
表
紙
で
、
「
こ
っ
け
い
ゑ
す
が

た
あ
は
せ
全
部
一
冊
天
保
甲
辰
孟
廠
」
「
耕
書
堂
梓
」
「
柳
下
亭
種
員

戯
作
」
「
朝
櫻
槙
国
芳
狂
画
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
都
立
本
は

題
鑛
に
「
絵
兄
弟
姿
合
全
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
国
会
本
で
は

見
返
し
に
も
「
柳
下
亭
種
員
戯
作
」
「
滑
稽
絵
姿
合
全
部
一
巻
」
「
歌

川
国
芳
狂
画
」
「
蔦
重
上
梓
」
と
書
誌
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
二

が
、
都
立
本
の
見
返
し
は
無
地
で
あ
る
。
校
異
と
し
て
、
都
立
本
は
序
文

の
「
嘉
永
四
年
亥
の
春
新
板
」
と
い
う
部
分
（
図
三
が
国
会
本
「
天
保

十
五
甲
辰
孟
廠
發
行
」
と
異
な
る
。
ま
た
各
所
に
都
立
本
に
は
印
刷
時
に

生
じ
た
と
思
わ
れ
る
欠
字
部
分
や
印
刷
が
不
明
瞭
な
部
分
が
各
所
に
み
ら

れ
る
。
絵
組
に
お
い
て
は
三
番
弟
の
「
閻
魔
王
」
の
顔
が
国
会
本
で
は
黒

塗
り
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
都
立
本
で
は
描
線
で
描
か
れ
て
い
る
点

が
異
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
印
刷
時
に
生
じ
た
相
違
と
考
え
ら
れ

る
。
更
に
国
会
本
で
は
裏
表
紙
の
見
返
し
に
あ
る
「
作
者
柳
下
亭
種
員
」

「
画
工
一
勇
齋
国
芳
」
「
滑
稽
絵
姿
合
初
篇
出
版
／
二
篇
近
刻
」
「
浅

草
雷
神
門
内
／
版
元
耕
書
堂
蔦
屋
重
三
郎
」
と
い
う
部
分
が
都
立
本

に
は
存
在
し
な
い
。
以
上
に
示
し
た
以
外
に
国
会
本
と
都
立
本
に
異
な
る

箇
所
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
都
立
本
は
国
会
本
の
表
紙
と
見
返
し

図
二
都
立
中
央
図
書
館
蔵
『
絵
姿
合
』
序
文
後
半

図
一
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
滑
稽
絵
姿
合
』

ｉ
’

濯
畳
鶴
悪
忽
燈
卸
⑪
置
鐘
署
織
雲
可
寵
牢
と

：
｜
…
…
…
裏
礒

の
惠
聡
塵
堅
托
一
の
風

薑
…
…

濤
口
髪

金
勾
仁
蔀

好
の
題
察
到
郊
塞
瞬
加
壱
の

軒
下
亭
繕
壹
員
議
《
認

：

野
の
跨
側
一
賊
辻
履
門
限
絹

除
口
辮

砲
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図
三
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
滑
稽
絵
姿
合
」

￣玉－－匹…＝刃…ヱーェ…題画君ｮ…ｴ田田尾＝＝垂…画画…室画一……

窒至

’
’

１
ワ

￣＝零国■已巍￣￣＝－－T■－．－－＝一転ニーーーーョーーーーューーと－－．－

を
除
き
、
序
文
の
年
号
を
入
れ
木
に
よ
り
改
訂
し
て
刊
行
さ
れ
た
後
刷
り

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
「
滑
稽
絵
姿
合
」
と
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
問
題
と
な
る
の
は
引
用
し
た
『
開
版
指
針
」
に
お

い
て
傍
線
を
施
し
た
部
分
「
三
つ
巴
の
眼
」
と
い
う
土
蜘
蛛
へ
の
説
明
で

あ
る
。
同
様
の
記
述
は
前
掲
『
浮
世
の
有
様
』
に
、

頼
光
が
後
に
怪
げ
な
る
蜘
蛛
書
き
、
眠
の
瞳
を
巴
へ
の
形
に
な
し
、

右
の
手
に
富
士
山
の
絶
頂
を
秘
み
、
大
に
怒
れ
る
有
様
也
、
矢
部
駿

河
守
か
紋
三
つ
巴
な
る
ゆ
へ
、
眼
と
富
士
山
を
秘
め
る
と
に
て
、
そ

（
、
）

れ
と
知
ら
し
め
し
も
の
な
り
と
一
五
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
開
版
指
針
』
は
「
三
つ
巴
」
が
矢
部
定
謙
の
定
紋

で
あ
り
、
土
蜘
蛛
が
矢
部
の
寓
聡
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
矢
部

定
謙
は
改
革
に
お
い
て
老
中
・
水
野
忠
邦
と
こ
と
ご
と
く
対
立
し
た
結
果
、

在
任
八
ヶ
月
で
江
戸
町
奉
行
を
罷
免
さ
れ
、
そ
の
後
絶
食
し
天
保
一
三
年

七
月
二
四
日
に
命
を
絶
っ
て
い
る
。
そ
の
強
烈
な
怨
念
が
闇
の
中
に
群
れ

な
す
妖
怪
た
ち
を
導
い
て
い
る
か
の
ど
と
き
土
蜘
蛛
で
あ
る
、
と
解
釈
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」
で
「
三
つ
巴
の

眼
」
の
土
蜘
蛛
が
描
か
れ
て
い
る
版
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
『
開
版

指
針
」
や
「
浮
世
の
有
様
』
の
記
事
は
海
賊
版
に
描
か
れ
た
土
蜘
蛛
と
混

同
し
て
い
る
可
能
性
が
否
め
ず
、
こ
れ
は
画
像
情
報
が
口
頭
で
伝
播
し
た

ゆ
え
の
混
乱
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
と
な
る
土
蜘
蛛
が
『
滑
稽
絵
姿
合
』
八
番
の
絵
組
（
図
三
）
に
描

か
れ
て
い
る
。
八
番
は
「
兄
地
蔵
尊
」
「
弟
蟷
蟷
（
つ
ち
ぐ
も
）
」
と

い
う
見
立
で
、
蓮
台
に
乗
っ
た
石
地
蔵
に
対
し
て
、
三
つ
目
の
土
蜘
蛛
が

碁
盤
の
上
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
見
立
構
図
で
あ
る
。
「
源
頼
光
公
館
士
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あらがう国芳

蜘
作
妖
怪
図
」
の
海
賊
版
や
贋
作
が
国
芳
以
外
の
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
、

（
勉
）

そ
の
絵
や
版
元
が
処
罰
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
国
芳
自
身
が
再
度
土
蜘
蛛

を
描
く
。
そ
の
上
『
滑
稽
絵
姿
合
』
に
描
か
れ
て
い
る
土
蜘
蛛
に
は
「
四

天
王
の
や
つ
ら
も
碁
盤
の
四
つ
目
殺
し
は
で
き
も
し
よ
う
が
、
三
つ
目
の

俺
を
退
治
や
う
と
は
だ
め
な
仕
事
ダ
」
と
四
天
王
を
せ
せ
ら
笑
う
か
の
よ

う
な
台
詞
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
三
」
と
い
う
数
字
が
絡
む
「
土
蜘
蛛
」

と
「
碁
盤
」
を
取
り
合
わ
せ
た
絵
に
「
四
天
王
」
と
い
う
語
の
組
み
合
わ

せ
は
「
源
頼
光
館
士
蜘
作
妖
図
」
を
連
想
さ
せ
る
の
に
充
分
で
あ
る
。
そ

し
て
土
蜘
蛛
の
台
詞
は
幕
府
に
処
分
さ
れ
な
か
っ
た
者
、
こ
の
場
合
は
風

刺
画
を
描
き
な
が
ら
処
罰
を
受
け
な
か
っ
た
国
芳
が
、
改
革
を
進
め
る
体

制
側
を
廟
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
の
改
革
を
推
進

し
て
き
た
水
野
忠
邦
が
天
保
一
四
年
閏
九
月
に
失
脚
し
た
と
は
い
え
、
幕

府
は
ま
だ
改
革
を
中
止
し
て
は
い
な
い
。
国
芳
が
再
び
詮
議
さ
れ
る
可
能

性
は
大
い
に
あ
り
、
処
罰
を
受
け
て
も
お
か
し
く
は
な
い
表
現
で
あ
る
。

国
芳
は
危
険
を
冒
し
て
「
滑
稽
絵
姿
合
」
の
挿
絵
を
描
い
た
の
か
。
こ

（
週
）

の
こ
と
に
関
し
て
は
嘉
、
水
一
ハ
年
に
隠
密
廻
り
が
残
し
た
書
付
が
そ
の
疑
問

を
解
く
。一
浮
世
画
師
は
惣
体
職
人
気
質
の
も
の
に
て
其
内
国
芳
義
は
弟
子
も

多
く
当
時
は
重
立
候
も
の
一
一
候
得
共
、
風
俗
を
野
卑
二
相
見
、
活
達

み
ぎ
り

の
気
質
二
て
板
本
屋
共
よ
り
注
文
受
候
伽
其
真
心
一
一
応
候
え
は
賃

銀
の
多
少
二
不
拘
受
合
、
又
不
伏
の
注
文
ニ
侯
え
は
賃
銀
多
談
合
相

う
と

―
―
て
も
及
レ
断
欲
得
二
は
疎
き
方
の
由

国
芳
は
自
分
の
意
に
相
応
し
な
い
作
品
は
頑
と
し
て
引
き
受
け
な
か
っ
た

と
い
う
事
実
が
、
公
儀
の
隠
密
廻
り
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
滑
稽
絵

姿
合
』
の
挿
絵
は
国
芳
の
意
に
か
な
う
仕
事
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
引
き
受

け
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
幕
府
か
ら
処
罰
を
受
け
る
こ
と
よ
り
も

「
職
人
気
質
」
の
「
真
心
」
が
最
優
先
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、

こ
の
よ
う
な
書
付
が
残
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
国
芳
の
人
と
な
り
を
如
実

に
物
語
っ
て
い
る
。
「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
以
後
も
、
国
芳
は

（
Ｍ
）

幕
府
あ
る
い
は
幕
政
を
風
刺
し
た
錦
絵
を
描
き
続
け
て
い
た
ゆ
え
に
監
視

さ
れ
て
い
た
。
津
田
秀
夫
氏
は
、

歌
川
国
芳
は
、
幕
府
に
対
し
て
一
種
の
反
抗
的
精
神
を
有
し
て
い
た
。

か
れ
は
「
芳
桐
」
の
印
を
こ
の
ん
で
も
ち
い
た
が
、
桐
は
豊
臣
家
の

紋
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
へ
の
崇
拝
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
出

版
に
た
い
す
る
幕
吏
の
統
制
の
愚
か
し
さ
を
廟
笑
し
、
い
つ
ま
で
も
、

（
幅
）

そ
の
よ
う
な
取
締
り
に
屈
し
て
は
い
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
国
芳
は
常
に
あ
ら
が
い
続
け
て
い
た
。
『
滑
稽
絵
姿
合
」

の
土
蜘
蛛
は
、
国
芳
が
描
い
た
「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
の
土
蜘

蛛
に
対
す
る
人
々
の
解
釈
と
異
版
の
土
蜘
蛛
を
混
ぜ
込
ん
で
再
創
作
し
た

妖
怪
と
も
考
え
ら
れ
る
。

絵
師
で
あ
る
国
芳
の
覚
悟
は
以
上
に
記
し
た
通
り
だ
と
し
て
、
同
じ
く

出
版
責
任
を
問
わ
れ
る
書
騨
の
耕
書
堂
・
蔦
屋
重
三
郎
が
『
滑
稽
絵
姿

合
』
を
刊
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

〈
咄
）

か
。
寛
政
六
年
の
「
絵
兄
弟
』
は
鶴
屋
喜
右
衛
門
と
の
共
同
刊
行
で
あ
っ

た
が
、
『
滑
稽
絵
姿
合
』
は
蔦
屋
単
独
の
出
版
で
あ
る
。
『
滑
稽
絵
姿
合
』

（
Ⅳ
）

刊
行
時
の
蔦
屋
重
三
郎
は
既
に
四
代
目
と
な
っ
て
い
た
。
遡
っ
て
天
保
八

年
、
蔦
屋
は
浅
草
並
木
町
へ
転
居
、
起
業
の
礎
で
あ
る
吉
原
細
見
の
板
株

（
旧
）

を
譲
渡
し
、
年
末
に
は
一
二
代
蔦
屋
重
三
郎
が
没
し
て
い
る
。
天
保
末
頃
に

（
四
）

は
富
本
節
正
本
・
稽
古
本
の
株
も
譲
渡
し
て
お
り
、
『
滑
稽
絵
姿
〈
ロ
』
刊

行
時
に
耕
書
堂
の
出
版
活
動
が
風
前
の
灯
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
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一

で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
の
蔦
屋
が
何
故
『
滑
稽
絵
姿
合
』
を
刊
行

し
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
滑
稽
絵
姿
合
」
践
文
を
書
い
た
三

（
、
）

亭
春
馬
に
関
わ
っ
て
く
る
。
鈴
木
俊
幸
「
蔦
屋
重
一
二
郎
代
々
年
譜
」
「
天

保
十
二
辛
丑
（
一
八
四
二
」
の
項
の
後
に

年
未
詳
◆
四
代
目
蔦
屋
重
三
郎
、
二
世
十
返
舎
一
九
（
一
一
一
世
）
の

門
人
と
な
る
。
（
中
略
）
後
、
二
世
十
返
舎
一
九
の
初
号

一
一
一
亭
春
馬
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。
一
一
一
亭
春
馬
襲
名
の
時

期
は
未
詳
（
以
下
略
）

ま
た
「
弘
化
三
年
丙
午
二
八
四
六
）
」
の
項
に
は

少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
四
代
目
蔦
屋
重
三
郎
は
三
亭
春
馬
の

戯
号
を
名
乗
っ
て
お
り
、
戯
作
者
の
中
に
数
え
ら
れ
て
い
た
と
思
し

い
が
、
三
亭
春
馬
と
し
て
の
著
述
は
以
後
も
し
ば
ら
く
見
当
た
ら
な

い
。

と
あ
る
。
果
し
て
「
滑
稽
絵
姿
合
」
欧
文
を
書
い
た
の
は
初
世
三
亭
春
馬

な
の
か
、
二
世
三
亭
春
馬
な
の
か
。
序
文
と
同
じ
く
山
東
京
伝
作
「
絵
兄

弟
」
に
触
れ
て
い
る
賊
文
に

そ
の
似
た
事
の
絵
兄
弟
は
。
他
人
の
京
傳
翁
始
め
ら
れ
て
。
世
に
行

は
る
餌
事
久
し
か
り
し
を
。
今
／
柳
下
亭
の
兄
公
。
そ
れ
が
遺
れ
る

を
拾
ひ
。
弟
に
ひ
と
し
き
お
の
れ
に
禿
筆
を
か
ま
せ
て
。
此
／
半
張

の
う
め
草
と
す
。

あ
に
き

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
「
柳
下
亭
の
兄
公
」
と
作
者
の
柳
下
亭
種
員
を
称

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
種
員
よ
り
年
齢
が
若
い
、
あ
る
い
は
作
家
と

し
て
著
作
を
発
表
し
た
時
期
が
後
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
柳
下

亭
種
員
は
後
に
「
白
縫
謹
」
な
ど
の
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

〈
皿
）

「
滑
稽
絵
姿
〈
ロ
」
は
初
め
て
の
著
作
で
あ
る
。
初
世
三
亭
春
馬
こ
と
一
一
一
世

十
返
舎
一
九
は
嘉
永
四
年
に
逝
去
、
享
年
不
明
ゆ
え
年
齢
を
確
認
で
き
な

い
が
、
文
化
十
五
年
に
は
初
作
「
筆
始
清
書
冊
史
」
を
著
述
し
て
い
る
。

文
化
年
間
に
生
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
柳
下
亭
種
員
を
初
世
春
馬
が
「
兄

公
」
と
呼
ぶ
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
『
滑
稽
絵
姿
合
」
の
践
文
は
一
一
世
三

亭
春
馬
こ
と
四
代
目
蔦
屋
重
三
郎
が
書
い
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
る
。

寛
政
の
改
革
の
際
、
出
版
界
の
寵
児
で
あ
っ
た
初
代
蔦
屋
重
三
郎
は
山
東

京
伝
と
と
も
に
処
罰
を
受
け
、
身
代
半
分
と
な
っ
た
。
文
化
十
年
に
至
り
、

蔦
屋
は
江
戸
の
目
抜
き
通
り
の
通
町
か
ら
姿
を
消
し
た
。
『
滑
稽
絵
姿
合
』

刊
行
は
四
代
目
蔦
屋
重
三
郎
に
と
っ
て
改
革
の
度
に
出
版
を
取
り
締
ま
る

幕
府
へ
の
意
趣
返
し
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
初
代
重
三
郎
へ
の
オ

マ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
の
か
。
両
方
の
意
味
を
込
め
て
い
る
と
も
受
け
取
れ

よ
う
。

改
革
に
対
す
る
憤
り
と
い
う
点
で
国
芳
と
耕
書
堂
が
策
応
し
、
「
源
頼

光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」
の
大
評
判
を
受
け
て
「
滑
稽
絵
姿
合
」
を
刊
行

す
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
は
誇
大
妄
想
で
あ
ろ
う
か
。
『
滑
稽
絵
姿
合
」

に
関
し
て
は
国
芳
自
身
が
進
ん
で
作
品
作
り
に
携
わ
っ
た
と
思
わ
せ
る
。

本
誌
第
四
九
号
で
述
べ
た
通
り
、
国
芳
に
は
京
伝
に
対
す
る
強
い
思
い
入

（
理
）

れ
が
あ
る
。
嘉
永
四
年
刊
の
後
刷
り
（
都
立
本
）
の
刊
行
経
緯
に
つ
い
て

考
え
た
場
合
、
著
者
で
あ
る
柳
下
亭
種
員
の
「
白
縫
讃
」
（
嘉
永
二
年
初

編
刊
行
）
「
児
雷
也
豪
傑
認
」
（
嘉
永
三
年
初
編
刊
行
）
の
人
気
に
肖
っ
た

再
版
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
都
立
本
に
は
「
耕
書
堂
」
と
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
蔦
屋
の
刊
行
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
上
、
嘉
永

四
年
に
別
し
て
蔦
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
る
意
義
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
以
上

か
ら
国
会
本
「
滑
稽
絵
姿
合
」
は
改
革
批
判
の
見
立
絵
本
と
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
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あらがう国芳

●
一

体
制
に
あ
ら
が
い
続
け
る
国
芳
の
得
物
は
絵
筆
で
あ
り
、
そ
の
戦
法
は

「
見
立
」
に
基
づ
い
て
い
た
。
似
て
い
る
全
く
別
の
も
の
に
何
か
を
楡
え

る
見
立
は
、
近
世
の
文
芸
全
般
に
わ
た
る
表
現
方
法
で
あ
る
。
見
立
が
俳

譜
に
お
け
る
句
作
法
の
一
種
で
あ
り
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
表
現
技
法
に
も

み
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
わ
け
て
も
戯
作
に
お
い
て
重
要

な
構
成
要
素
と
な
る
「
趣
向
」
の
一
つ
で
あ
る
。
見
立
を
作
品
に
用
い
る

上
で
重
要
な
の
は
、
受
け
手
（
読
者
あ
る
い
は
鑑
賞
者
）
の
側
に
確
固
た

る
「
共
通
認
識
」
が
備
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
事

実
を
縦
糸
と
し
、
見
立
と
い
う
新
奇
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
横
糸
を
も
っ
て

作
品
を
織
り
成
す
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
模
様
に
織
り
上
げ
る
か
が
作

者
の
感
性
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
共
通
認
識
の
範
囲

が
広
け
れ
ば
広
い
ほ
ど
、
浸
透
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
作
者
の
意
図
は
伝

わ
り
や
す
い
。

「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
が
江
戸
市
中
大
評
判
と
い
う
成
功
を

収
め
、
か
つ
絵
師
版
元
共
に
処
罰
を
免
れ
た
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
家
紋
」

を
利
用
し
た
点
で
あ
る
。
頼
光
四
天
王
の
卜
部
季
武
と
天
保
の
改
革
の
中

心
人
物
で
あ
る
水
野
忠
邦
、
こ
の
二
人
は
奇
し
く
も
同
じ
「
澤
潟
（
お
も

だ
か
こ
の
紋
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
こ
で
再
度
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作

妖
怪
図
」
の
画
面
構
成
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
右
上
か
ら
左
下
へ
と
戯

作
を
読
む
習
慣
そ
の
ま
ま
に
錦
絵
を
見
る
と
仮
定
す
る
と
、
ま
ず
に
目
に

入
る
の
は
三
枚
続
き
の
右
面
、
そ
こ
に
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
土
蜘
蛛
の

妖
怪
と
、
今
ま
さ
に
改
革
を
行
っ
て
い
る
水
野
忠
邦
と
同
じ
澤
潟
紋
を
つ

幕
末
メ
デ
ィ
ア
の
力

け
た
卜
部
季
武
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
家
紋
の
偶
然
の
一
致
は

「
意
味
の
あ
る
一
致
」
と
な
っ
て
見
る
側
の
好
奇
心
を
喚
起
す
る
。
他
に

も
同
じ
よ
う
な
一
致
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
一
致
せ
ず
と
も
何
ら
か
の

寓
意
が
ど
こ
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
受
け
手
の
視
線
は
想

像
力
を
働
か
せ
な
が
ら
意
欲
的
に
画
中
を
探
し
巡
る
。
そ
し
て
彩
色
で
描

か
れ
て
い
る
頼
光
と
四
天
王
の
姿
を
眺
め
、
「
四
」
と
い
う
数
字
が
老
中

の
人
数
と
一
致
す
る
こ
と
に
思
い
当
る
。
見
た
者
は
こ
こ
で
「
偶
然
の
、

意
味
の
あ
る
一
致
」
に
何
ら
か
の
意
図
を
察
知
す
る
。
は
た
と
彩
色
部
分

か
ら
白
黒
の
闇
の
部
分
に
眼
を
転
じ
凝
視
し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
身
の

回
り
に
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
最
近
ま
で
身
近
に
存
在
し
て
い
た
「
闇
」

の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
保
の
改
革
に
よ
り
以
前
の
生
活
を
奪
わ
れ

「
闇
」
に
飲
み
込
ま
れ
た
人
々
が
妖
怪
の
一
群
で
あ
る
こ
と
に
思
い
及
ぶ

の
で
あ
る
。
「
開
版
指
針
』
に
「
家
業
御
差
留
御
答
等
に
相
成
候
も
の
共

之
恨
ミ
に
有
之
由
専
ら
風
聞
強
く
侯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
庶
民
の
間
に
鯵

積
し
て
い
た
改
革
へ
の
不
満
や
遺
恨
、
怨
瑳
は
爆
発
寸
前
に
達
し
て
い
た
。

錦
絵
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
は
誰
、
あ
れ
は
…
と
銘
々
が
自
分
の
解
釈
を
披

露
す
る
こ
と
で
共
感
者
を
増
や
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

は
丁
々
発
止
の
議
論
が
そ
こ
か
し
こ
で
展
開
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
麹
）

江
戸
の
み
な
ら
ず
大
坂
で
も
行
わ
れ
た
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」

の
謎
解
き
は
、
家
紋
と
い
う
共
通
知
識
が
起
爆
ス
イ
ッ
チ
と
な
っ
た
。
家

紋
と
い
う
仕
掛
け
は
絵
師
・
版
元
と
い
う
製
作
者
側
に
も
有
効
で
あ
っ
た
。

卜
部
季
武
と
水
野
忠
邦
は
偶
然
同
じ
家
紋
で
あ
っ
た
が
た
め
、
見
た
側
の

憶
測
を
招
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
描
い
た
の
は
飽
く
迄
も
卜
部
季
武
だ

と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

『
滑
稽
絵
姿
合
』
に
は
家
紋
に
係
わ
る
絵
組
が
二
か
所
あ
る
。
｜
つ
は
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図
四
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
滑
稽
絵
姿
合
』’

’1F叺

主曾
浄
部

串
建
五

旧
全
員
ノ
…

蝋劉測脈Ⅱ川脇閲川畑澗剛恥湖罰鰄醗澗蹴脚醗刷坤荊．血」．

蕊

六
番
の
「
弟
空
樽
買
」
（
図
四
）
が
背
負
う
空
き
樽
に
描
か
れ
た
意
匠

で
あ
る
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
樽
の
上
部
に
は
菰
が
被
さ
れ
て
い
る
。

通
常
樽
に
は
蓋
が
付
い
て
お
り
、
使
用
済
な
ら
ば
蓋
の
部
分
の
菰
は
外
れ

て
い
る
。
ま
た
一
般
的
に
底
の
方
が
わ
ず
か
に
狭
く
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
勘
案
し
て
こ
の
図
を
見
る
と
、
上
方
が
狭
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
本
図
の
樽
が
さ
か
さ
ま
に
、
つ
ま
り
樽
の
底
が
上
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
樽
に
描
か
れ
て
い
る
意
匠
に
視
点
を
移
し
、
さ
か
さ

ま
に
見
る
と
北
条
氏
の
紋
所
で
あ
る
北
条
鱗
（
三
つ
鱗
）
を
図
案
化
し
た

意
匠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
絵
組
中
に
付
さ
れ
た
「
相
模
は
小

田
原
」
と
い
う
台
詞
も
、
こ
の
意
匠
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

も
う
一
つ
は
七
番
の
「
兄
仁
田
四
郎
」
の
絵
組
に
引
用
さ
れ
て
い
る
川

柳
「
猪
に
笹
龍
謄
の
會
符
を
た
て
」
で
あ
る
。
笹
龍
胆
は
源
頼
朝
が
使
用

し
た
紋
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
句
で
は
頼
朝
の
家
来
で
あ
る
仁
田
四

郎
こ
と
仁
田
（
新
田
）
忠
常
が
富
士
の
巻
狩
り
の
際
に
大
猪
を
仕
留
め
た

逸
話
を
基
に
し
、
そ
の
後
猪
に
は
頼
朝
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
示
す
笹
龍

胆
の
紋
が
付
い
た
荷
札
が
付
け
ら
れ
た
だ
ろ
う
、
と
穿
っ
て
い
る
。
『
滑

稽
絵
姿
合
』
は
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」
に
家
紋
と
い
う
仕
掛
け

が
存
在
す
る
こ
と
を
読
者
に
種
明
か
し
す
る
意
味
合
い
も
含
ん
で
い
る
と

い
え
よ
う
。

家
紋
を
使
っ
た
表
現
が
成
立
し
た
得
た
背
景
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き

な
い
の
が
「
武
鑑
」
の
存
在
で
あ
る
。
武
鑑
は
民
間
の
書
騨
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
た
武
家
の
名
鑑
で
あ
り
、
定
紋
・
替
紋
と
も
に
紋
所
が
情
報
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
た
。
武
鑑
の
文
学
作
品
へ
の
影
響
は
藤
實
久
美
子
「
武

（
釧
）

鑑
出
版
と
近
世
社
〈
玄
』
に
詳
し
い
。
同
書
に
、

武
鑑
が
改
訂
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
蓄
積
を
伴
い
、
様
々
な
情
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あらがう国芳

報
を
社
会
に
提
供
す
る
と
い
う
、
発
刊
当
初
に
は
予
想
さ
れ
な
か
っ

た
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
。
武
鑑
の
社
会
的
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
「
源
頼
光
公
館
士
蜘
作
妖
怪
図
」
に
対
す
る
人
々

の
尋
常
な
ら
ざ
る
関
心
の
背
景
に
武
鑑
と
い
う
書
物
の
存
在
が
あ
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
国
芳
が
家
紋
を
利
用
し
た
表
現
で
成
功
を
収
め
た
理

由
は
、
庶
民
の
武
家
へ
の
関
心
の
高
さ
と
、
武
家
を
知
る
た
め
の
手
立
て

と
な
っ
て
い
た
武
鑑
と
い
う
書
物
が
庶
民
の
間
に
広
く
深
く
浸
透
し
て
い

た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

近
世
の
出
版
が
一
枚
の
版
木
の
上
に
文
字
情
報
と
絵
画
情
報
の
双
方
が

刻
ま
れ
る
、
製
版
技
術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

整
版
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
戯
作
と
い
う
近
世
の
文
学
作
品

と
、
文
字
・
画
像
と
い
う
豊
富
な
情
報
に
培
わ
れ
た
出
版
文
化
が
基
盤
と

な
っ
て
成
長
し
た
出
版
市
場
こ
そ
、
あ
ら
が
う
国
芳
に
と
っ
て
の
戦
い
の

場
で
あ
っ
た
。
家
紋
の
利
用
は
似
て
非
な
る
二
者
を
見
立
て
る
趣
向
か
ら
、

一
つ
の
意
匠
を
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
す
る
趣
向
へ
の
変
換
と
い
え
る
。
こ
れ

は
需
要
者
で
あ
る
読
む
側
見
る
側
の
感
受
性
と
想
像
力
に
お
け
る
自
由
度

を
把
握
し
、
出
版
物
の
流
通
に
精
通
し
て
い
た
供
給
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ

の
発
想
で
あ
ろ
う
。
錦
絵
に
込
め
ら
れ
た
国
芳
の
あ
ら
が
う
心
意
気
と
、

江
戸
の
華
と
言
わ
れ
た
錦
絵
と
い
う
画
像
の
持
つ
表
現
力
は
読
者
か
ら
熱

烈
な
支
持
を
受
け
た
。
伝
え
る
側
と
受
け
取
る
側
の
双
方
に
溢
れ
る
、
世

の
中
に
問
お
う
と
す
る
態
度
と
知
り
た
い
と
渇
望
す
る
欲
求
が
合
流
し
て

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
と
、

見
立
絵
本
の
系
譜
に
連
な
る
最
後
の
一
冊
「
滑
稽
絵
姿
合
』
は
、
幕
末
に

わ
ざ

お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
力
と
術
を
証
明
し
て
い
る
。

１３ ｌ注1２１１ 1０ ９ ８７６５４３２

宮
武
外
骨
「
改
訂
増
補
筆
禍
史
」
会
宮
武
外
骨
著
作
集
第
４
巻
』
河

出
書
房
新
社
、
一
九
八
五
年
一
六
六
～
’
六
七
頁
）
、
藤
田
覚
『
天
保

の
改
革
』
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元
年
）
、
南
和
男
『
江
戸
の
風
刺
画
』
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
な
ど

塙
書
房
、
一
九
九
八
年

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
未
翻
刻

『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
第
三
四
巻
」
汲
古
書
院
、
昭
和
五
八
年

石
井
研
堂
著
、
春
陽
堂
、
大
正
一
五
年

「
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
一
巻
」
三
一
書
房
、
一
九
七
○
年

南
氏
前
掲
書
（
注
２
）
七
九
頁

『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋
日
記
第
二
巻
」
一
一
一
一
書
房
、
’
九
八

八
年
四
一
三
頁

白
戸
満
喜
子
「
資
料
紹
介
『
滑
稽
絵
姿
合
」
翻
刻
と
解
題
」
（
国
立
国

会
図
書
館
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
『
参
考
書
誌
研
究
」
六
四
号
国
立

国
会
図
書
館
、
二
○
○
六
年
一
～
四
九
頁
）
に
全
文
の
複
製
と
翻
刻
が

あ
る
。

中
野
三
敏
「
見
立
絵
本
の
系
譜
ｌ
「
百
化
鳥
」
の
余
波
ｌ
」
『
語
文
研
究
」

第
三
四
号
（
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
昭
和
四
七
年
）
｜
～
一
五
頁

注
６
に
同
じ
八
五
二
頁

注
８
の
引
用
部
分
に
続
い
て
、
天
保
一
四
年
の
冬
以
降
、
歌
川
貞
秀
と
歌

川
芳
虎
が
「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
と
同
趣
の
絵
を
描
い
た
件
で

版
元
と
も
ど
も
処
罰
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
一
三
～
四
一
四

頁「
新
和
泉
町
画
師
国
芳
行
状
等
風
聞
承
探
候
義
申
上
候
書
付
」
ｓ
未
刊
史
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他
に
天
保
一
五
年
刊
『
落
し
咄
本
」
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
書
蝉
・

錦
彩
堂
虎
松
）
が
あ
り
、
挿
絵
は
『
滑
稽
絵
姿
合
」
と
同
じ
く
歌
川
国
芳

が
描
い
て
い
る
。
天
保
一
五
年
以
前
の
著
作
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

白
戸
満
喜
子
「
京
傳
と
国
芳
ｌ
『
復
讐
曲
輪
達
引
』
成
立
考
ｌ
」
（
法
政

大
学
国
文
学
会
『
日
本
文
学
誌
要
」
第
四
九
号
一
九
九
四
年
一
四
～

鈴
木
氏
前
掲
書
（
注
Ⅳ
）

鈴
木
氏
前
掲
書
（
注
Ⅳ
）

重
三
郎
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
八
倖

鈴
木
氏
前
掲
書
（
注
Ⅳ
）
二
六
九
頁

鈴
木
氏
前
掲
書
（
注
Ⅳ
）
二
七
二
頁

『
絵
兄
弟
」
の
諸
本
に
つ
い
て
は
浜
田
啓
介
・
中
野
三
敏
校
注
『
新
日
本

古
典
文
学
大
系
肥
異
素
六
帖
・
古
今
俄
選
・
粋
宇
瑠
璃
・
田
舎
芝

居
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
所
収
の
「
解
説
」
に
詳
し
い
。

鈴
木
俊
幸
「
蔦
屋
重
三
郎
代
々
年
譜
」
『
近
世
文
学
研
究
叢
書
９
蔦
屋

重
三
郎
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る

嘉
永
六
年
に
国
芳
の
描
い
た
「
浮
世
又
平
名
画
寄
特
」
（
版
元
・
越
村
屋

平
助
）
に
関
す
る
懐
疑
で
隠
密
廻
り
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
。

『
日
本
の
歴
史
第
二
二
巻
天
保
改
革
」
小
学
館
、
一
九
七
五
年
一
一

国
立
国
会
図
書
館
蔵
お
よ
び
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
「
源
頼
光
公

館
土
蜘
作
妖
怪
図
」
に
は
妖
怪
に
解
説
の
付
菱
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
二
四
八
頁
～
二
六
七
頁

科
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
第
八
一

房
、
平
成
五
年
三
五
～
三
八
頁
）

八
四
頁

=二

頁
、．＝

第
八
巻
幕
末
明
治
出
版
資
料
』
ゆ
ま
に
書

（
し
ろ
と
ま
き
こ
・
本
学
兼
任
講
師
）
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